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改正履歴  
改正番号  実 施 日  Page 内      容  
新規制定(A) ’12.01.27   

A ’12.10.22 P3 品番変更(2726,2728) 

B ’13.01.30 P1,3 製品名変更 

C ’14.09.11 P3 品番変更(2731→2759),寸法変更(2729,2731) 

D ’15.02.26 P3,5,6,7 

ｴﾚﾒﾝﾄ視認性＆消弧砂充填具合 削除、 参考試験追加 

20A M5ﾀｲﾌﾟ追加(ﾄﾖﾀのみ) 

20A(2759)600%追加。 

E ’15.03.04 P7 溶断時間修正。 

F ’15.06.30 P3 品番の削除。 

G ’16.05.23 P3,5 品番の削除。 
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１．適用範囲 
この規格は､電気自動車 及び ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ電気自動車用のEVFG-φ6.4/φ7.2 **A  
(本文中ﾋｭｰｽﾞと呼ぶ。**は定格を表す。) について規定する｡ 

 

２．種類 
表1にﾋｭｰｽﾞの種類を示す。  
                   表1 ﾋｭｰｽﾞの種類 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ＊：品番7桁目の＊は最新状態を確認の事 

            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 φ6.4 ﾎﾞﾙﾄ締結ﾀｲﾌﾟ(M4) 

図 2 φ7.2 ﾎﾞﾙﾄ締結ﾀｲﾌﾟ(M4) 図 3 φ7.2 基板実装半田付ﾀｲﾌﾟ 

定 格 全長(Ｌ) 外径 外観形状 品番 
ﾎﾞﾙﾄ締結ﾀｲﾌﾟ
締付けﾈｼﾞｻｲｽﾞ 

1A 31.8mm φ6.4 図1 2751-00*0 - M4 
5A 31.8mm φ6.4 図1 2752-00*0 - M4 
10A 31.8mm φ6.4 図1 2746-00*0 - M4 
15A 31.8mm φ7.2 図2 2729-00*0 - M4 
20A(M4) 

31.8mm φ7.2 
図2 2759-00*0 - M4 

20A(M5) 図4 2758-00*0 - M5 
30A 31.8mm φ7.2 図2/3 2737-00*0 2728-00*0 M4 

 

図 4 φ7.2 ﾎﾞﾙﾄ締結ﾀｲﾌﾟ(M5)  
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３．構造 
ﾋｭｰｽﾞ構造を図5に示す。 
ｴﾚﾒﾝﾄ、及び、消弧砂をｶﾞﾗｽ管の中に包容し、ｴﾚﾒﾝﾄはｷｬｯﾌﾟにﾊﾝﾀﾞ付され 
さらにそのｷｬｯﾌﾟはｶﾞﾗｽ管に接着された構造の製品である。 

 
 

 

 

 

 

 

図5 構造図 

 
３．１ ｷｬｯﾌﾟ 
ｷｬｯﾌﾟとは、ﾋｭｰｽﾞを外部回路と電気的に接続するために設けられた導電部をいう。 

   
３．２ ｶﾞﾗｽ管 

 ｶﾞﾗｽ管とは、内部のｴﾚﾒﾝﾄと消弧砂の保護を行い、両側ｷｬｯﾌﾟ間の絶縁を保護する絶縁管をい
う。 

   
３．３ ｴﾚﾒﾝﾄ 

  ｴﾚﾒﾝﾄとは、過電流が流れることによって、それ自身の発生熱で溶断するように設けられた可
溶部分をいう。 

 
３．４ 消弧砂 

消弧砂とは、ｴﾚﾒﾝﾄ溶断後に発生するｱｰｸを確実に消弧するために詰められている粒状の砂を
いう。 

 
３．５ 半田 

半田とは、ｴﾚﾒﾝﾄとｷｬｯﾌﾟの電気的接続を行う導電部をいう。 

 

４．定格 
４．１ 定格電圧    DC450Vとする。 

４．２ 定格遮断容量  2000A(10A、15A、20A、30A) 、800Ａ(1A、5A)とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1A、5A、10A、15A、20A、

30A 
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５．品質 
ﾋｭｰｽﾞの品質は、表2による。 

 

表2  製品の品質 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図6 ｶﾞﾗｽ管強度 

６．性能 
ﾋｭｰｽﾞの性能は表3の評価項目にて試験を行い、性能を確認する。 

 

                 表3 評価項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 品質 測定・試験具 測定・試験方法 

外観 
外観及び機能上有害な傷、割れ、ﾊﾞﾘ、

錆び、変色などの欠陥が無き事 
目視 

300Lx以上の照度のもとで目視及び感

触により行う 

ｶﾞﾗｽ管強度 試験後、破損などの異常無き事 図6 
ｶﾞﾗｽ管のほぼ中央に試験用ｴｯｼﾞで、荷

重98Ｎを1分間加える 

ｷｬｯﾌﾟの動き 0.049N･m以下のﾄﾙｸで動かない事 ﾄﾙｸﾒｰﾀｰ 
ﾄﾙｸﾒｰﾀｰの治具にてｷｬｯﾌﾟを固定し回転

させる 

表示 
定格電流値及びその他の表示は、明瞭

で誤読の恐れが無い事 
目視 

300Lx以上の照度のもとで目視により

行う 

 

 

 
No. 

 

 

実施項目 評価

方法 
判定基準 

1A 5A 10A 15A 20A 30A 

初期 

性能 

6.1 電圧降下 ● ● ● ● ● ● 8.1 表5の値を満足する事 

6.2 温度上昇 ● ● ● ● ● ● 8.2 表6の値を満足する事 

6.3 溶断特性 ● ● ● ● ● ● 8.3 表7の値を満足する事 

6.4 遮断性能 ● ● ● ● ● ● 8.4 安全に遮断の事 

6.5 絶縁抵抗 ● ● ● ● ● ● 8.5 ﾀｰﾐﾅﾙ間1MΩ以上 

6.6 耐電圧 ● ● ● ● ● ● 8.6 絶縁破壊無き事 

耐久 

性能 

6.7 電流断続試験 ● ● ● ● ● ● 8.7 

試験中 

ｴﾚﾒﾝﾄの溶断、破断無き

事 

 

試験後 

外観は変形、破損無き事 

初期性能を満足する事 

6.8 
ﾄﾗﾝｼﾞｪﾝﾄ電流断続 

試験 
● ● ● ● ● ● 8.8 

6.9 振動試験 ● ● ● ● ● ● 8.9 

6.10 熱衝撃試験 ● ● ● ● ● ● 8.10 

6.11 耐腐食ｶﾞｽ試験 ● ● ● ● ● ● 8.11 

6.12 高温高湿試験 ● ● ● ● ● ● 8.12 

6.13 複合環境試験 ● ● ● ● ● ● 8.13 

6.14 
別紙・・・参考試験 

振動試験Ⅱ 
- - - - 

●

*1 
- 8.14 

6.15 
別紙・・・参考試験 

衝撃試験Ⅱ 
- - - - 

● 

*1 
- 8.15 

6.16 
別紙・・・参考試験 

複合環境試験Ⅱ 
- - - - 

● 

*1 
- 8.16 

 *1 No.6.14,6.15,6.16はﾎﾞﾙﾄ締結ﾀｲﾌﾟ 20Aのみ適用 
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７．試験方法 

試験は特に指定が無い限り、下記条件にて行うこと。 

(1) 温度は21～27℃、湿度は45～85％、気圧は860～1060hPa、無風の条件下で行う。 

(2) 評価は図７に示す試験治具を使用し、治具に組付けた状態が水平状態になるように試験場

所に設置する。 

(3) ﾋｭｰｽﾞへの電線接続長は 600mm以上とし、接続電線ｻｲｽﾞは表 5に示すｻｲｽﾞを使用する。ま

た、2つ以上のﾋｭｰｽﾞを直列に接続して試験を行う場合は、150mm以上の間隔を確保して実

施すること。 

(4) ﾋｭｰｽﾞのｽﾀｯﾄﾞﾌﾞﾛｯｸへの組付けﾄﾙｸは、表4に示すﾄﾙｸにて締付のこと。 

 

 (5) 試験電圧は指定の無い限りDC14.0±0.3Vで行う。 

                  

 

 

 

 

 

                 

 

              図7 試験ジグ 

 

              表4 締め付けﾄﾙｸ                         表5 接続電線 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

８．評価項目、及び判定基準 

 

８.１電圧降下 

      表 6の規定電流を 20分間以上通電しその後、図 7に示すﾋｭｰｽﾞｷｬｯﾌﾟ間にて電圧降

下(mV)を測定する｡ 値は表 6の値を満足すること。 

 

    表6 電圧降下測定電流、及び判定基準 

 

 

 

 

 

 

 

( ｸﾘｯﾌﾟ式  ) ( ｽﾀｯﾄﾞﾌﾞﾛｯｸ ) 標準試験用ｼﾞｸﾞ 

定格 
電圧降下 

定格50%通電時 定格100%通電時 

1Ａ 
－ 600mV以下 

5Ａ 
10Ａ 

100mV以下 250mV以下 
15Ａ 
20Ａ 
30Ａ 

 

ﾅｯﾄのねじｻｲｽﾞ 締め付けﾄﾙｸ  定格電流 接続電線の種類､及びｻｲｽﾞ 
M4 2.1±0.2 N･m 1A 

0.85sq 
M5 4.5±1.0 N･m 5A 

 10A 

15A 
  20A 

3sq   30A 
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８．２温度上昇 

      表7の規定電流を20分間以上通電しその後、図8に示すﾋｭｰｽﾞｷｬｯﾌﾟ部、及びｶﾞﾗｽ管中央部

にて温度上昇を測定する｡ 

   測定値は表7の値を満足すること。     

 

   表7 温度上昇測定電流、及び判定基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

８.３溶断性能 

      表8の規定電流を通電し、通電開始より溶断に至る迄の時間を測定する｡ 

    

表8 通電電流、及び判定基準 

 

８.４遮断性能 

      ﾋｭｰｽﾞに図8に示す回路で開放電圧450VDC、 

   遮断電流2,000A(10A、15A、20A、30A)、800A(1A、5A)を供給し下記の確認を行う。 

   尚、試験電流の立ち上がり時間は2.5msec以下とする。 

 

① 遮断時に発煙、発火、及び破壊無き事。 

② 遮断後の外観に変形、及び破損無き事。 

③ 遮断時間の測定 

④ 遮断時の動作過電圧(*1)の測定 

⑤ 遮断後180秒以上の通電の有無の確認  

    

   *1 動作過電圧：ﾋｭｰｽﾞが動作(遮断)した 

際に、ﾋｭｰｽﾞｷｬｯﾌﾟ間に発生する 

電圧の最高値。    

 

定格 
溶断特性 

110%通電 135%通電 150%通電 200%通電 300%通電 350%通電 500%通電 600%通電 

1A 
100hr以内に 
溶断なき事 

－ － － － 
0.5sec 
以内 

－ 
0.2sec 
以内 

5A － － 
5sec 
以内 

－ 
0.5sec 
以内 

－ 
0.2sec 
以内 

10A 

4hr以内に 
溶断なき事 

300～
3600sec － 

5～
100sec 

0.5～
15sec － 

1sec以内 
- 

15A 

20A(M4) 
0.05～
1sec 20A(M5) - 

30A 1sec以内 - 

図8 遮断性能測定用回路(例) 

定格 
温度上昇 

定格50%通電時 
1Ａ 

50deg以下 

5Ａ 

10Ａ 

15Ａ 

20Ａ 
30Ａ 

 

 

V

A

スイッチ 電流計 調整抵抗

電圧計

ＥＶ ＦＵＳＥ

バッテリー

又は電源
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８.５絶縁抵抗 

      遮断試験後10分以内にﾋｭｰｽﾞに500Vを1分間印加し、ﾋｭｰｽﾞｷｬｯﾌﾟ間の 

絶縁抵抗が1ＭΩ以上の事｡ 

 

８.６耐電圧 

      ﾋｭｰｽﾞｷｬｯﾌﾟとｶﾞﾗｽ管にAC2500Vを1分間印加し、絶縁破壊無き事｡ 

   

８.７電流断続耐久試験 

       ﾋｭｰｽﾞを指定の治具に取り付け、図9に示す電流を通電し、これを20000回繰り返す。 

但し、試験内容に関しては、関連部署で協議の上変更してもよいものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図9 電流断続波形 

 

８.８ﾄﾗﾝｼﾞｪﾝﾄ電流断続耐久試験 

 ﾋｭｰｽﾞを指定の治具に取り付け、図10に示す電流を通電し、これを50000回繰り返す。 

但し、試験内容に関しては、関連部署で協議の上変更してもよいものとする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

図10 ﾄﾗﾝｼﾞｪﾝﾄ電流断続波形 

８.９振動耐久試験 

   ﾋｭｰｽﾞを図11に示す様に取り付けて表9の条件で上下、左右、前後 各100時間、 

合計300時間加振する。 

 
 
 
 
 
 

 

 
図11 振動耐久試験方法 

 

 

 
200 　　　1サイクル

135

50

0.25 1 10 60

定
格
電
流
に
対
す
る
比
率

 

  
50% 

60sec 
   1サイクル 

定 

格 

電 

流 

に 

対 

す 

る 

比 

率 

60sec 
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表9 振動耐久試験方法 

 

 

 

 

 

 

８.１０熱衝撃試験 

   ﾋｭｰｽﾞを指定治具に取り付け、表10の条件にて評価を行う。 

        

表10 熱衝撃試験条件 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

            図12 熱衝撃試験の温度ﾊﾟﾀｰﾝ 

 

 ８.１１耐腐食ｶﾞｽ試験 

   ﾋｭｰｽﾞを指定治具に取り付け、亜硫酸ｶﾞｽ（濃度25ppm、湿度75％）雰囲気に100時間放置し、

続いて水素ｶﾞｽ（濃度60％）雰囲気に100時間放置する。 

 

 ８.１２高温高湿試験 

ﾋｭｰｽﾞを指定治具に取り付け、85±3℃、93～97％RH雰囲気中に1000時間放置する。その後

取り出して常温に戻るまで放置する。 

 

８.１３複合環境試験 

ﾋｭｰｽﾞを指定治具に取り付け、表11の条件にて各方向で300時間実施する。 

 

               表11 複合環境試験条件 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

30min 30min

100±3℃

-40±3℃

30sec以内 30sec以内

1サイクル

常
温

項目 条件 

 振動加速度  44.1m/s2｛4.5G｝ 

 振動周波数  20～200Hz 
 掃引時間  片道3分(logｽｲｰﾌﾟ) 

 通電  無通電 

 

周囲温度条件 備考 

100℃(30min)⇔-40℃(30min)を1ｻｲｸﾙとする
条件に放置し、これを1000ｻｲｸﾙ繰り返す。 

 -40℃⇔100℃の 
温度変更は30sec 
以内に行うこと 

 

項目 条件 

振動加速度  44.1 m/s2｛4.5G｝一定 

振動周波数  20～200Hz 

掃引時間  片道3分(logｽｲｰﾌﾟ) 

温度  80±3℃ 

通電  定格65％通電 45min on、15min off 
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別紙  
参考試験 (品番2758,2759のみ適用) 
８.１４振動試験Ⅱ 

条件 

ヒューズを指定治具に取り付け、表12の条件にて実施する。各方向実施する。 

   ヒューズは同一製品にて試験する。 
                  表12振動試験条件 

 

 

 

 

   ＊周波数は13Hzを推奨。但し試験機により13Hzでの試験が不可であれば、17Hzで代用可。 

 

８.１５衝撃試験Ⅱ 

条件 

ヒューズを指定治具に取り付け、表13の条件にて実施する。各方向実施する。 

   ヒューズは同一製品にて試験する。 
                  表13振動試験条件 

 

 

 

 

 

 
８.１６複合環境試験Ⅱ 

条件 

ヒューズを指定治具に取り付け、表14の条件にて実施する。 

温度、通電条件は表11参照。 

   ヒューズは同一製品にて試験する。 
 
                  表14 複合環境試験条件 

 
 
 
 

   ＊周波数は13Hzを推奨。但し試験機により13Hzでの試験が不可であれば、17Hzで代用可。 

 

 
 

項目 条件 

加速度(m/s2) 118一定 

周波数(Hz) 13 17 

回数 1000万回 1310万回 

 

項目 条件 

加速度(m/s2) 118一定 

周波数(Hz) 13 17 

回数 1000万回 1310万回 

 

項目 条件 

衝撃波形 半正弦波(ハーフサイン波) 

加速度(m/s2) 490 

時間(ms) 12 

回数 前後・左右・上下に各10回 

(同一試料にて実施) 

 


